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中
国
の
茶
文
化
研
究
機
関
で

あ
る
中
国
国
際
茶
文
化
研
究
会

が
総
力
を
結
集
し
て
制
作
し
た

Ｃ
Ｄ
｜
Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
日
本
語
版
。

四
千
年
に
お
よ
ぶ
悠
久
の
茶
文

化
を
縦
横
に
検
索
堪
能
で
き
る

『
中
国
茶
文
化
大
全
』

一
九
九
八
年
、
来
日
し
た
江

沢
民
国
家
主
席
（
当
時
）
は
、

早
稲
田
大
学
で
「
歴
史
を
鏡
と

し
て
、
未
来
を
切
り
開
こ
う
」

と
題
す
る
講
演
を
行
な
っ
た
。

そ
の
中
で
鑑
真
が
両
国
の
文
化

交
流
を
担
っ
た
先
達
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、「
中
日
両
国
人

民
の
友
好
往
来
は
悠
久
な
る
歴

史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い

に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
、
ま

た
そ
れ
が
続
い
た
時
間
の
長
さ

は
、
世
界
の
歴
史
の
中
で
も
ま

れ
に
見
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」

と
述
べ
て
い
る
。
鑑
真
は
ま
さ

に
日
中
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
と
い

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
の
鑑
真
は
、
唐
に
あ
っ
て

「
大
師
」
と
し
て
す
で
に
名
望

高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
危
険

な
航
海
を
も
の
と
も
せ
ず
に
渡

日
し
た
。
渡
日
の
動
機
に
つ
い

て
は
遣
唐
使
が
強
く
招
請
し
た

と
い
う
説
や
、
中
国
に
お
け
る

関
連
書
紹
介

推
理
小
説
の
よ
う
に
、大
河
ド
ラ
マ
の
よ
う
に
描
く「
人
間
・
鑑
真
」

『
お
ん
目
の
雫
ぬ
ぐ
は
ば
や
』

浙
江
大
学
日
本
文
化
研
究
所
長
・
王
勇
著

精
米
・
製
粉
と
い
っ
た
基
幹

産
業
か
ら
食
品
・
飲
料
・
煙

草
、
果
て
は
健
康
食
品
・
フ
ァ

ー
ス
ト
フ
ー
ド
ま
で
、
生
産

額
・
企
業
数
・
地
域
特
性
、
貿

易
動
向
な
ど
広
範
な
統
計
資
料

が
満
載
さ
れ
、
い
ま
中
国
で
何

が
求
め
ら
れ
今
後
ど
う
推
移
す

る
か
を
推
し
量
る
唯
一
に
し
て

絶
好
の
書
。
デ
ー
タ
の
読
み
方

も
、
退
屈
な
統
計
解
説
で
は
な

く
、
中
国
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル

や
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
織
り
込
ん

だ
リ
ア
ル
な
も
の
。
一
三
億
人

の
巨
大
市
場
の
ト
レ
ン
ド
が
わ

か
る
読
み
応
え
の
あ
る
も
の
に

な
っ
て
い
る
。

『
中
国
の
食
品
産
業
』

デ
ジ
タ
ル
百
科
。
茶
に
ま
つ
わ

る
歴
史
・
発
展
・
加
工
・
名
品
・
芸

術
・
器
具
・
文
化
・
著
名
人
・
故

事
・
伝
説
・
健
康
・
付
録
の
十
二

章
に
貴
重
な
ビ
デ
オ
映
像
六
〇

余
編
、
静
止
画
像
一
〇
〇
〇
余

点
な
ど
を
音
声
と
と
も
に
収
録

し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
Ｏ
Ｍ
は
、
ま
さ
に
数
百
ペ
ー

ジ
の
大
冊
に
匹
敵
。
さ
ら
に
日

本
の
茶
道
文
化
、中
国
茶
研
究
、

茶
道
美
術
界
研
究
界
を
代
表
す

る
専
門
家
に
よ
る
解
説
を
日
本

独
自
に
編
集
・
添
付
。

ス
パ
イ
説
ま
で
が
提
起
さ
れ
て

い
る
が
、
当
時
の
社
会
と
中
国

仏
教
界
の
実
相
を
綿
密
に
た
ど

り
、
そ
の
い
ず
れ
を
も
否
定
し

て
い
く
筆
致
は
、
推
理
小
説
の

よ
う
。
さ
ら
に
鑑
真
の
宗
教
的

情
熱
を
理
解
す
る
の
に
鑑
真
の

家
系
を
た
ど
り
、
渡
日
か
ら
約

九
〇
〇
年
後
の
江
戸
時
代
に
芭

蕉
が
詠
ん
だ
鑑
真
ま
で
が
カ
バ

ー
さ
れ
、
鑑
真
と
い
う
一
人
の

人
間
の
生
き
様
が
大
河
ド
ラ
マ

の
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
で
描
か
れ

る
。今

年
は
鑑
真
の
渡
日
一
二
五

〇
年
と
い
う
記
念
の
年
で
あ

り
、
日
本
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
行
な
わ
れ
た
り
、
忘
れ
ら
れ

て
い
た
鑑
真
を
一
躍
有
名
に
し

た
井
上
靖
「
天
平
の
甍
」
を
劇

団
前
進
座
が
再
演
す
る
な
ど
の

高
山
、
砂
漠
、
密
林
、
凍
土

…
…
多
様
な
自
然
環
境
の
中
で

暮
ら
す
中
国
の
野
生
動
物
を
通

し
て
、
人
と
自
然
と
の
関
わ
り

を
描
く
。
野
生
動
物
を
動
物
園

に
保
護
し
て
繁
殖
さ
せ
よ
う
と

し
て
も
な
か
な
か
成
功
し
な
い

の
は
、
本
来
の
生
息
環
境
か
ら

切
り
離
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に

起
因
す
る
。
し
か
し
た
と
え
ば

森
林
の
減
少
と
砂
漠
化
は
、
森

林
に
棲
ん
で
い
た
多
く
の
動
物

の
居
場
所
を
奪
っ
て
い
る
。
ま

『
野
生
動
物
は
語
る
東
ア
ジ
ア
の
自
然
の
中
で
』

動
物
科
学
研
究
所
・
今
泉
忠
明
著

イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
。
国
際
化
時

代
の
今
こ
そ
、
海
を
越
え
信
仰

に
生
き
、
日
中
の
交
流
に
生
涯

を
か
け
た
国
際
人
・
鑑
真
の

「
器
量
と
抱
負
」
を
学
び
た
い

と
い
う
著
者
の
意
欲
作
。

た
、
サ
イ
の
角
、
ト
ド
の
骨
、

ク
マ
の
胆
な
ど
、
人
は
漢
方
薬

と
し
て
野
生
動
物
を
利
用
し
て

き
た
し
、「
四
本
足
の
も
の
は

机
以
外
は
何
で
も
食
べ
る
」
の

が
中
国
で
も
あ
る
。
つ
き
つ
め

れ
ば
、
人
が
い
る
と
こ
ろ
で
は

野
生
動
物
は
生
き
て
い
け
な

『
神
と
人
と
の
交
響
楽

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

中
国
仮
面
の
世
界
』

早
稲
田
大
学
教
授
・
稲
畑
耕
一
郎
著

中
国
の
仮
面
と
言
え
ば
京
劇

の
面
が
す
ぐ
思
い
浮
か
ぶ
が
、

神
と
人
を
つ
な
ぐ
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
信
仰
と
祭
事
に
広
く
用

い
ら
れ
て
き
た
。
発
掘
さ
れ
た

古
代
の
仮
面
か
ら
現
代
の
生
活

の
中
で
残
っ
て
い
る
仮
面
ま
で

を
豊
富
な
写
真
・
図
版
と
と
も

に
紹
介
し
、
時
代
に
よ
り
地
域

（
民
族
）
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

形
を
と
っ
た
「
神
と
人
と
の
交

信
」
を
た
ど
る
。
中
国
人
の
宇

宙
観
、
自
然
観
、
社
会
観
の
深

層
が
見
え
る
。
日
本
の
能
面
や

神
楽
面
と
の
比
較
も
興
味
深

い
。

い
。
花
鳥
風
月
を
愛
で
る
日
本

人
の
心
情
か
ら
は
な
か
な
か
想

像
し
に
く
い
と
こ
ろ
だ
が
、
そ

れ
も
中
国
流
の
自
然
と
の
つ
き

あ
い
方
の
一
面
で
は
あ
る
。

「
人
と
共
存
し
て
生
き
残
っ

た
動
物
た
ち
」
で
あ
る
ヒ
ツ
ジ

や
ウ
シ
、
ブ
タ
な
ど
の
家
畜
と

イ
ヌ
、
ネ
コ
な
ど
の
歴
史
を
た

ど
り
、「
人
と
共
存
せ
ず
絶
滅

の
途
上
に
あ
る
」
動
物
た
ち
を

地
域
別
に
見
て
い
く
。
さ
ら
に

日
本
の
動
物
と
の
類
縁
関
係

や
、
そ
れ
ぞ
れ
が
生
き
る
状
況

の
違
い
も
描
き
、
人
と
動
物
が

ど
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
ど
の

よ
う
な
生
き
方
を
作
っ
て
き
た

か
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。

聖
徳
太
子

伝
説
（
中

国
の
高
僧

の
生
ま
れ

変
わ
り
）

が
原
因
と

い
う
説
、

さ
ら
に
は

亡
命
説
や

程啓坤他著【日本語版】監修・解説・熊倉功夫、監訳・
解説・高橋忠彦、解説・松下智、守屋雅史、9800円

白石和良著、Ａ５判、
570頁、10000円

「
人
民
中
国
」
は
、
現
在

中
国
で
発
行
さ
れ
る
日
本
語

に
よ
る
刊
行
物
の
中
で
最
も

古
い
雑
誌
で
す
。
一
九
五
三

年
六
月
五
日
、
巻
頭
に
郭
沫

若
氏
に
よ
る
「
発
刊
の
こ
と

ば
」
を
載
せ
、
中
日
両
国
の

相
互
理
解
と
友
情
を
深
め
る

と
い
う
主
旨
で
創
刊
さ
れ
ま

し
た
。
中
国
情
報
の
乏
し
か

っ
た
当
時
、
新
中
国
の
息
吹

を
知
る
貴
重
な
情
報
源
と
し

て
大
い
に
歓
迎
さ
れ
ま
し

た
。
以
後
、
大
胆
な
改
革
開

放
が
進
む
今
日
ま
で
、
激
動

の
中
国
に
あ
っ
て
、
中
国
現

地
編
集
の
日
本
語
雑
誌
と
い

う
他
媒
体
に
な
い
特
徴
を
活

か
し
た
誌
面
は
、
中
国
に
関

心
の
あ
る
方
々
に
広
く
読
ま

れ
て
い
ま
す
。

最
近
の
記
事
を
見
て
み
る

と
―
―

チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
展
開
は
か

る
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
（
２
号
店

開
店
レ
ポ
ー
ト
）
／
ど
う
変
わ

る
？
　
中
国
人
の
意
識
と
暮
ら

し
／
め
ん
文
化
を
比
較
す
れ

ば
／
刺
し
身
、
豆
腐
、
ラ
ー
メ

ン
―
―
水
と
日
本
人
考
／
漢
方

デ
ザ
ー
ト
で
美
し
く
／
隣
の
家

常
菜
（
編
集
部
の
家
庭
料
理
レ

シ
ピ
を
披
露
）
／
コ
ン
ビ
ニ
戦

争
　
お
で
ん
が
ト
レ
ン
ド
／
蟹

の
季
節
が
や
っ
て
き
た
！
／
茶

菓
子
遊
び
と
プ
ロ
ポ
ー
ズ

な
ど
な
ど
、
硬
軟
取
り
混
ぜ

た
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
誌
面

に
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
・
経
済
・
社
会
な
ど

の
ト
ピ
ッ
ク
、
広
大
な
自

然
・
完
成
度
の
高
い
芸
術
・

珍
し
い
物
産
や
伝
統
の
民
俗

な
ど
を
紹
介
す
る
グ
ラ
ビ

ア
、
歴
史
・
科
学
・
先
端
技

術
な
ど
に
関
す
る
特
集
記
事

や
連
載
読
み
物
、
新
し
い
小

説
…
…
、
ま
さ
に
「
月
四
〇

〇
円
の
現
地
視
察
」。
手
軽

な
情
報
源
と
し
て
毎
月
お
届

け
い
た
し
ま
す
。

農
文
協
か
ら
お
届
け
し
ま
す
！
定
期
読
者
は
送
料
無
料
サ
ー
ビ
ス

月
四
〇
〇
円
で
現
代
中
国
の
躍
動
を

感
じ
取
れ
る
雑
誌
「
人
民
中
国
」

月刊、Ａ４変形判、82頁
定価400円、年間購読料4800円

『人民中国』

今
後
の
刊
行
予
定
か
ら

今
年
三
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
二
回
配
本
の
二
冊
も

見
逃
せ
な
い
。
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知
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中
国
の
食
品
産
業

―
そ
の
現
状
と
展
望

白
石
和
良
著

脅
威
が
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
か
―
中
国
食
品
産
業
市
場
の

動
向
を
知
る
初
め
て
の
デ
ー
タ
集

成
＆
ト
レ
ン
ド
解
説
。

●
１
０
０
０
０
円

中
国
農
業
必
携

ワ
イ
ド
な
統
計
、
正
し
い
読
み
方

白
石
和
良
著

行
政
、
農
業
農
家
経

済
、
農
畜
林
水
産
業
、
郷
鎮
企
業
の

現
状
と
各
省
別
人
口
・
産
業
経
済
指

標
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
。●

７
３
５
０
円

詳
解

中
国
の
農
業
と
農
村

河
原
昌
一
郎
著

食
糧
需
給
と
流

通
、
市
場
化
の
進
展
、
農
民
経
営
、

農
村
政
策
、
社
会
保
障
、
農
民
負
担

問
題
、
小
城
鎮
建
設
な
ど
。

●
３
１
５
０
円

杜
潤
生
中
国
農
村
改
革
論
集

農
林
中
金
総
合
研
究
所
編

中
国
農

業
の
基
礎
を
築
い
た
政
策
担
当
者
の

貴
重
な
証
言
を
、
読
み
や
す
い
翻
訳

と
解
説
・
解
題
を
付
し
て
詳
解
。

●
１
２
０
０
０
円

東
洋
思
想
の
現
代
的
意
義

黄
心
川
著
／
本
間
史
訳

西
洋
の
科

学
と
東
洋
思
想
の
結
合
に
よ
る
人
類

の
存
続
を
め
ざ
し
、
東
洋
に
お
け
る

多
様
な
思
想
的
叡
智
を
詳
解
。

●
３
２
０
０
円

東
西
文
化
と
そ
の
哲
学

梁
漱
溟
著
／
長
谷
部
茂
訳

自
然
と

の
調
和
を
重
視
す
る
東
洋
文
化
に
よ

っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
し
、

人
類
の
持
続
的
発
展
を
提
案
。

●
５
０
０
０
円

郷
村
建
設
理
論

梁
漱
溟
著
／
ア
ジ
ア
問
題
研
究
会
編

西
欧
的
な
資
本
主
義
的
・
社
会
主
義

的
な
近
代
化
と
は
異
な
る
、
農
村
や

農
民
中
心
の
ア
ジ
ア
的
近
代
化
を
主

張
。

●
５
０
０
０
円

晏
陽
初
―
そ
の
平
民
教
育
と
郷
村
建
設

宋
恩
栄
編
著
／
鎌
田
文
彦
訳

近
現

代
中
国
の
教
育
者
・
思
想
家
と
し
て

知
ら
れ
る
晏
陽
初
の
思
想
と
実
践

を
、
評
伝
と
著
作
に
よ
っ
て
詳
解
。

●
６
０
０
０
円

奈
良
･
平
安
期
の
日
中
文
化
交
流

王
勇
・
久
保
木
秀
夫
編

東
ア
ジ
ア

文
化
圏
、
日
本
文
化
の
形
成
過
程
を

歴
史
的
に
た
ど
る
斯
界
の
専
門
家
に

よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
集
成
。

●
４
８
０
０
円

江
戸･
明
治
期
の
日
中
文
化
交
流

浙
江
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編

清

朝
末
期
の
中
日
両
国
の
文
化
交
流
を

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証
し
、
中

日
両
国
の
平
和
友
好
を
模
索
し
た
シ

ン
ポ
の
記
録
。

●
４
２
０
０
円

中
国
史
の
な
か
の
日
本
像

王
勇
著

中
国
に
お
け
る
日
本
観
の

変
遷
を
古
代
か
ら
現
代
わ
た
っ
て
た

ど
り
、
中
日
関
係
の
未
来
を
展
望
し

た
中
日
交
渉
史
。

●
１
９
５
０
円

日
本
近
代
思
想
の
ア
ジ
ア
的
意
義

卞
崇
道
著

江
戸
期
に
お
け
る
近
代

思
想
の
萌
芽
か
ら
明
治
啓
蒙
思
想
・

マ
ル
ク
ス
主
義
に
い
た
る
近
代
思
想

の
系
譜
を
探
る
。

●
２
１
０
０
円

日
本
の
近
代
化
と
儒
学

王
家

著

西
洋
文
明
導
入
の
基
礎

と
な
り
、
近
代
化
の
礎
と
な
っ
た
儒

学
。
そ
の
歴
史
を
多
彩
な
思
想
家
の

業
績
に
探
る
。

●
２
４
０
０
円

馬華

日
本
神
道
の
現
代
的
意
義

王
守
華
著
／
本
間
史
訳

中
国
気
鋭

の
日
本
思
想
研
究
者
に
よ
る
「
自
然

と
の
共
生
こ
そ
神
道
思
想
の
真
髄
」

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
神
道
論
。

●
１
８
９
０
円

戦
後
日
本
哲
学
思
想
概
論

本
間
史
訳
／
卞
宗
道
著

戦
後
日
本

の
思
潮
を
リ
ー
ド
し
た
多
様
な
哲
学

思
想
を
総
括
し
、
哲
学
思
潮
の
新
た

な
展
開
を
め
ざ
す
共
同
研
究
。

●
９
２
０
０
円

戦
後
日
本
の
哲
学
者

鈴
木
正
・
王
守
華
編

戦
後
日
本
の

思
想
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
哲
学
者

た
ち
の
人
と
思
想
の
今
日
的
意
義
を

追
求
し
た
現
代
日
本
思
想
家
論
。

●
２
７
５
２
円

安
藤
昌
益
日
本
･
中
国
共
同
研
究

農
文
協
編

自
然
と
人
間
の
関
係
回

復
を
主
張
す
る
昌
益
思
想
の
現
代
的

意
義
を
総
合
的
に
検
討
し
た
日
中
シ

ン
ポ
の
全
記
録
。

●
６
１
１
６
円

中
国
盆
景
の
世
界
　
全
３
巻

丸
島
秀
夫
・
胡
運

編

日
本
盆
栽

の
源
流
を
日
中
両
国
の
権
威
が
豊
富

な
絵
図
と
写
真
で
集
大
成
。
①
盆
景

②
花
盆
③
奇
石

●
各
２
５
０
０
円

馬華

食料・農業東洋思想日中文化交流

【既　刊】
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生
産
工
程
管
理
の
専
門
家
で

あ
る
茨
城
県
の
Ｍ
さ
ん
は
、
あ

る
水
産
加
工
会
社
の
顧
問
を
し

て
い
る
。
そ
の
会
社
が
中
国
青

島(
チ
ン
タ
オ)

に
進
出
し
て
以

来
、
研
修
に
来
る
中
国
人
と
会

う
機
会
が
増
え
た
。
若
い
こ
ろ

に
た
し
な
ん
だ
詩
吟
や
写
経
へ

の
関
心
に
再
び
火
が
つ
き
、
今

で
は
日
中
の
文
化
交
流
を
進
め

た
い
と
草
の
根
の
活
動
を
続
け

て
い
る
。
そ
ん
な
Ｍ
さ
ん
は
中

国
人
の
経
済
発
展
に
対
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
一
族
意
識
の
強
さ

に
感
心
し
、
日
本
の
若
者
は
遅

れ
を
と
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

群
馬
県
の
農
家
Ｋ
さ
ん
も
、

中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
圧
倒
さ

れ
た
一
人
だ
。
昨
年
中
国
に
視

察
に
行
っ
た
の
だ
が
「
余
り
の

中
国
と
の
つ
き
あ
い
で
日
本
が
自
信
を
得
る
に
は

衝
撃
に
三
日
間
知
恵
熱
を
出
し

て
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
」。
い

ま
の
中
国
に
は
日
本
を
き
ち
ん

と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
て
、
ど

ん
な
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
る

か
把
握
す
る
力
が
あ
る
。
中

国
＝
農
薬
漬
け
の
イ
メ
ー
ジ
は

ま
っ
た
く
違
い
、
有
機
栽
培
で

き
る
技
術
は
い
く
ら
で
も
あ
る

…
…
。

「
世
界
の
工
場
」「
未
来
の

巨
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
し
て
め

ざ
ま
し
い
発
展
を
続
け
る
中
国

と
ど
う
つ
き
あ
っ
て
い
く
か

は
、
全
国
の
商
工
関
係
者
の
最

大
の
関
心
事
と
言
っ
て
も
い
い

だ
ろ
う
。

福
岡
県
の
Ｓ
さ
ん
は
「
中
国

は
競
争
す
る
相
手
で
は
な
く
仲

良
く
す
る
相
手
だ
。
二
十
一
世

紀
の
ア
ジ
ア
は
中
国
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
る
の
は
ハ
ッ
キ
リ
し

て
い
る
。
花
も
お
茶
も
日
本
の

技
術
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
も

は
や
人
的
・
情
報
の
国
境
は
な

き
に
等
し
い
。
分
担
し
て
ア
ジ

ア
で
の
役
割
を
考
え
て
い
く
と

き
だ
」
と
考
え
る
。

茨
城
県
で
有
機
農
産
物
事
業

に
携
わ
る
Ｎ
さ
ん
も
、
訪
中
を

繰
り
返
す
う
ち
に
「
中
国
の
奥

深
さ
も
知
っ
た
が
逆
に
日
本
の

文
化
は
す
ご
い
こ
と
も
わ
か
っ

た
」
と
語
る
。「
中
国
か
ら
学

ん
だ
も
の
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
、

中
国
に
は
な
い
細
密
な
建
築
や

料
理
を
つ
く
り
だ
し
た
」。
そ

ん
な
Ｎ
さ
ん
は
「
歴
史
観
と
倫

理
観
が
な
け
れ
ば
未
来
を
語
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
教
訓

「
日
本
茶
玄
米
」（
キ
リ
ン

ビ
バ
レ
ッ
ジ
）
の
デ
ザ
イ
ン
に

雲
南
省
の
麗
江
に
住
む
少
数
民

族
・
納
西
（
ナ
シ
）
族
に
伝
わ

る
世
界
最
後
の
象
形
文
字
、
東

巴
（
ト
ン
パ
）
文
字
が
使
わ
れ

た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。
中
国

の
イ
メ
ー
ジ
世
界
は
、
い
ま
で

も
私
た
ち
の
心
に
訴
え
か
け
る

何
か
を
豊
富
に
秘
め
て
い
る
。

本
書
に
は
、
龍
、
麒
麟
な
ど

の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
か
ら
、

西
洋
の
ユ
ニ
コ
ー
ン
と
は
別
の

進
化
を
遂
げ
た
さ
ま
ざ
ま
な
一

角
獣
、
果
て
は
人
面
犬
、
蛇
頭

魚
身
の
類
ま
で
、
膨
大
な
数
の

幻
想
動
物
が
登
場
す
る
。
た
と

え
ば
日
本
の
神
社
で
も
見
る
狛

犬
と
よ
く
似
た
も
の
も
あ
る

が
、
そ
の
特
徴
は
極
め
て
多
彩

だ
。
災
い
を
防
い
だ
り
、
聖
な

る
も
の
の
象
徴
だ
っ
た
り
、
善

悪
を
見
分
け
て
悪
人
を
角
で
突

い
た
り
と
い
っ
た
神
通
力
を
持

つ
も
の
あ
り
、
逆
に
天
災
を
呼

び
人
を
食
ら
う
も
の
あ
り
、
さ

《
こ
ん
な
中
国
が
あ
っ
た
ん
だ
！
意
外
な
発
見
、
だ
け
ど
な
つ
か
し
い
》

ざ
わ
め
く
図
像
、中
国
的
イ
メ
ー
ジ
世
界
へ
の
誘
い

『
天
翔
る
シ
ン
ボ
ル
た
ち
』

明
治
大
学
教
授
・
張
競
著

新
た
に
刊
行
が
開
始
さ
れ
た

全
集「
図
説
　
中
国
文
化
百
華
」

（
第
１
期
20
巻
）
は
、
中
国
と

の
つ
き
あ
い
を
深
め
る
上
で
欠

か
せ
な
い
文
化
理
解
に
新
し
い

視
点
を
示
し
て
く
れ
る
、
期
待

の
全
集
だ
。

①
中
国
人
の
生
き
方
・
考
え
方

の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
一
冊
一
テ

ー
マ
で
掘
り
下
げ
る

書
店
で
は
「
中
国
ビ
ジ
ネ
ス

入
門
」
の
類
が
花
盛
り
。
そ
こ

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
商
習
慣
の
ち

が
い
や
中
国
人
と
つ
き
あ
う
マ

ナ
ー
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
表
面

的
な
情
報
だ
け
で
は
本
当
に
中

国
と
つ
き
あ
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
中
国
と
つ
き
あ
え
ば
つ
き

あ
う
ほ
ど
、
長
い
歴
史
の
中
で

培
わ
れ
た
生
活
文
化
を
理
解
し

た
く
な
る
は
ず
だ
。

だ
が
、
そ
う
い
う
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
本
は
あ
ん
が
い
少
な

い
。
幾
多
の
王
朝
の
栄
枯
盛
衰

を
た
ど
る
通
史
や
、
壮
大
で
高

尚
な
芸
術
も
中
国
の
魅
力
で
は

あ
る
が
、
も
っ
と
名
も
な
き

人
々
の
人
生
を
さ
さ
え
て
き
た

暮
ら
し
の
文
化
を
知
り
た
い
。

「
図
説
　
中
国
文
化
百
華
」

で
は
、
食
文
化
・
酒
文
化
・
交

通
・
演
劇
・
暦
・
園
芸
な
ど
な

ど
生
活
に
密
着
し
た
多
彩
な
テ

ー
マ
か
ら
、
中
国
人
の
願
い
や

価
値
観
を
読
み
取
る
。
棋
聖
・

呉
清
源
も
、
単
な
る
棋
譜
解
説

や
偉
人
伝
と
し
て
で
は
な
く
、

調
和
と
平
和
を
願
う
世
界
観
を

知
る
一
巻
と
し
て
登
場
す
る
。

ま
こ
と
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

み
、
ど
の
巻
か
ら
読
ん
で
も
中

国
理
解
が
一
ラ
ン
ク
深
ま
る
興

味
津
々
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
だ
。

②
ア
ジ
ア
文
化
の
中
で
の
中
国

と
日
本
を
浮
き
彫
り
に

ま
た
、
全
集
全
体
の
編
集
方

針
と
し
て
、
中
国
で
育
ま
れ
た

文
化
が
日
本
を
は
じ
め
と
す
る

周
辺
ア
ジ
ア
諸
国
に
ど
の
よ
う

に
伝
わ
り
、
ど
の
よ
う
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
か
、
そ
れ

が
ま
た
中
国
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
か
と
い
う
視
点

を
持
っ
て
い
る
。「
似
て
い
る

け
ど
違
う
」「
違
う
け
ど
似
て

い
る
」
と
こ
ろ
を
数
多
く
含
み

な
が
ら
、
全
体
と
し
て
西
洋
式

の
合
理
主
義
と
は
異
な
る
文
化

を
持
つ
「
ア
ジ
ア
的
世
界
」
が

成
立
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る

だ
ろ
う
。

③
豊
富
な
写
真
・
図
版
で
「
見

て
分
か
る
中
国
の
〝
こ
こ
ろ
〞」

最
後
に
、「
図
説
」
を
名
乗

る
こ
の
全
集
の
〝
心
意
気
〞
も

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
。
つ
ま
り
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
に
も
力
を
入
れ

る
が
、
単
な
る
写
真
集
・
図
集

に
は
せ
ず
に
、
き
ち
ん
と
内
容

を
伝
え
る
（
文
章
も
充
実
さ
せ

る
）
と
い
う
こ
と
だ
。

「
ア
ジ
ア
の
ふ
る
さ
と
」
中
国
を

ま
っ
た
く
新
し
い
角
度
か
ら
と
ら
え
る
新
全
集

を
中
国
と
の
交
流
か
ら
得
た
」

と
も
言
う
。

ビ
ジ
ネ
ス
上
の
つ
き
あ
い
方

は
さ
ま
ざ
ま
だ
ろ
う
。し
か
し
、

ど
う
や
ら
競
争
す
る
前
に
お
互

い
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
、
中
国
を
知
る
こ
と
で
日

本
の
（
自
分
の
地
元
の
）
長
所

も
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る

と
言
え
そ
う
だ
。

器
、
装
飾
品
、

文
様
な
ど
生
活

の
あ
ら
ゆ
る
場

面
に
息
づ
い
て

い
る
。
こ
の
よ

う
に
と
き
に
は

宗
教
性
や
政
治

性
を
象
徴
し
、

ら
に
は
こ
れ
と
い
っ
た
力
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
た
だ
奇

妙
な
形
態
（
翼
の
生
え
た
魚
と

か
）
を
し
て
い
る
だ
け
の
も
の

あ
り
。
そ
れ
が
神
社
仏
閣
や
食

と
き
に
は
人
々
の
願
い
や
自
然

観
・
社
会
観
を
反
映
し
た
イ
メ

ー
ジ
の
、
初
め
て
の
体
系
的
解

説
で
あ
る
。「
中
国
図
像
文
化

論
の
意
欲
作
」（
北
海
道
大
学

教
授
・
武
田
雅
哉
氏
）で
あ
り
、

「
図
像
の
ざ
わ
め
き
に
圧
倒
さ

れ
る
／
い
ま
す
ぐ
入
手
す
べ

き
」（
和
光
大
学
教
授
・
松
枝

到
氏
）
と
評
さ
れ
た
渾
身
の
一

冊
。 実

際
、
日
本
に
お
け
る
中
国

研
究
で
は
、
文
字
に
よ
る
情
報

は
か
な
り
充
実
し
て
き
て
い
る

が
、
ま
だ
ま
だ
見
た
こ
と
の
な

い
貴
重
な
資
料
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
そ
れ
を
し
っ
か
り
し
た
解

説
と
と
も
に
見
る
こ
と
に
意
味

が
あ
る
の
だ
。

た
と
え
ば
『
天
翔
る
シ
ン
ボ

ル
た
ち
』
で
は
、
二
〇
八
ペ
ー

ジ
の
中
に
ひ
し
め
く
五
〇
〇
点

に
も
及
ぶ
写
真
・
図
版
が
圧
倒

的
だ
。
こ
れ
は
日
中
の
諸
機

関
・
研
究
者
の
協
力
で
集
め
ら

れ
た
も
の
か
ら
本
書
の
た
め
に

新
た
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
ま
で

含
む
貴
重
な
資
料
だ
。『
お
ん

目
の
雫
ぬ
ぐ
は
ば
や
』
で
は

唐
・
奈
良
時
代
の
文
物
や
信
仰

の
様
子
が
わ
か
る
写
真
・
図
版

が
他
に
は
な
い
ほ
ど
収
録
さ
れ

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ

「
図
説
　
中
国
文
化
百
華
」
を
、

ぜ
ひ
中
国
理
解
と
日
本
文
化
の

「
発
見
」
の
た
め
に
手
元
に
置

い
て
い
た
だ
き
た
い
。

『
図
説

中
国
文
化
百
華
』

全
20
巻
、
Ａ
５
判
・
上
製
、

各
３
２
０
０
円

善悪を見分ける裁判獣（右）や、人面鳥、人面犬、六本足の魚など（左）。『天翔るシ
ンボルたち』より
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農文協の雑誌 定期購読受付中

No.49食の名言・名句

★古今東西、食生活の背後に広がる自然と
人間、人間と人間の関係に迫る食文化誌。
発行・味の素食の文化センター
季刊、B5判、750円、年間3000円

伝承と創造
責任編集・神崎宣武 お
国柄を映す世界の味わい
深い名言・名句を楽しみ、
現代の食をおもう。［日本］
神崎宣武［フランス］樺
山紘一［カメルーン］江
口一久［タイ］山田均
［インド］小西正捷［韓国］
朝倉敏夫　ほか ●750円

最近の特集より

48
号
　
食
の
安
全
・
安
心

47
号
　
お
と
な
の
た
め
の
　
ひ
と
り
だ
け
の
食
卓
の
す

す
め

46
号
　
香
り
と
匂
い
／
食
生
活
指
針
に
よ
せ
て

45
号
　
食
器
の
文
化

44
号
「
食
と
人
生
」
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

43
号
　
食
を
め
ぐ
る
タ
ブ
ー
の
運
命

42
号
　
栄
養
（
い
み
）
を
食
べ
る

現代農業

スローフードな
日本！ 【2002年11月増刊】

★自然から人間へ、農村から都市への呼びかけ―農的
暮らしによるライフスタイル革命を全国から伝える。
編集・発行・農文協／季刊、A5判、900円、年間3600円

商品化されない食の力―結城登美雄､
スローフードは関係性の修復運動―
島村菜津､地産地消の宿･レストラン､
生ゴミでつなぐ農と食ほか ●900円

【35号･2003年3月】

地域に根ざした食生活
推進コンクール2002
新しい「食育」「地産地消」の取り組み
受賞事例 女性パワーが拓く、地域に根ざ
した個性的な食の時代―コンクールのねら
いと成果／表彰事例の紹介／ほか ●400円

定年帰農パート１＆２／青年帰農／地域か
らのニッポン再生／地域から変わる日本―
地元学とは何か／朝市大発見／日本的グリ
ーンツーリズムのすすめ／食べものクライ
シス／ナチュラルライフ提案カタログ

34号 「地産地消」の学校給食実践事例集
33号 地域に根ざした食生活推進コンクール2001
32号 学校栄養職員の授業実践に地域の力を借りよう！

増刊

既
刊
よ
り

最
新
号

★「食」を基軸に、領域を超えた健康・福祉・教育
の地域連携活動を推進。学校・地域・家庭を結ぶ情
報交流誌。編集・発行・農文協
年2回、A5判、400円、年間800円

食文化活動

食の文化と行動

【既　刊】




